





The Changing World System and Rediﬁning Area Studies
21世紀地域文化研究班（分科会Ⅰ）主催
　上記の日程で二日にわたって開かれたこのシンポジウムは、21世紀COEプログラム『史資料
ハブ地域文化研究拠点』21世紀地域文化研究班の基本的な問題設定を提示し討議する目的で企
画された。趣旨については冒頭の上村忠男の「問題提起」によって示されているが、第一日目は、
「グローバル化」ばかりでなく「帝国」が語られている21世紀初頭の世界で、「地域研究」のあ
り方を抜本的に考え直す問題提起がなされ、それをめぐって活発な討議が行なわれた。そして第
二日目には、地政学的な系譜を引き、20世紀後半のアメリカの世界戦略のなかで設定された「地
域研究」を問い直して、それぞれの地域に根ざした研究のあり方、「文化」はその枠組みたりう
るか等々をめぐって議論が展開された。結論が出たとは言いがたいが、今後の議論にとっての豊
富な論点と、幾筋かの方向性が浮かび上がったと言えるだろう。
　技術的な事情から、展開された議論の全体を再現することはできないが、ここに各報告者の報
告原稿と、コメンテーターのコメントとを採録することで、シンポジウムの報告に代えるととも
に、今後の議論の素材に供したい。
［第1日目］帝国主義と地域研究
司会　西谷　修（本学教授）
問題提起　世界システムの変容と地域研究の再定義 上村忠男（本学教授）
報告1　植民地政策学から地域研究へ 臼杵　陽（ 国立民族博物館地域研究センター教授）
報告2　ポスト「ポスト社会主義」への視座 佐原徹哉（明治大学助教授）
報告3　帝国論の新展開 水嶋一憲（大阪産業大学助教授）
コメント　 米谷匡史（本学助教授）
篠原　琢（本学助教授）
中山智香子（本学助教授）
［第2日目］「文化」概念の脱構築
司会　宮崎恒二（本学アジア・アフリカ言語文化研究所所長）
報告1　「思想史事件としてのSARS」 孫　歌　（本学助教授）
報告2　Ｂ・アンダーソン『想像の共同体』再考 井口由布（本学大学院学生）
報告3　通過中の民族誌 太田好信（九州大学大学院助教授）
コメント　 岩崎　稔（本学助教授）
藤井　毅（本学教授）
真島一郎（本学アジア・アフリカ言語文化研究所助教授）
